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ユニセフ＊コープ ネットワーク              2011 年 12 月 15 日

     Ｎｏ.54 

生協の組合員と日本ユニセフ協会を結ぶネットワーク通信「ぽむぽむ通信」は、生協組合員のボランティア

グループで発行・編集をしています。生協のユニセフ支援活動に積極的にご活用ください。 

ぽむぽむ通信 活用のすすめ 
・ すべてのページをコピーしなくても、「知っとこ。ユニセフ」や「世界の子どもたちは今」

を集めて、資料として活用いただけます。 
・ ユニセフのつどいやユニセフ展、学習会の際に、資料としてご活用いただけます。 
・ 店舗の募金箱の近くに置いて、生協のユニセフ活動を紹介する際にご活用いただけます。

・ 生協の管理している文化センターなど、共用施設の雑誌コーナーなどにもご活用いただ

けます。 
・ 写真のコンテンツも充実しているので、カラーコピーでの使用をおすすめします。



 

 
 

 
 

 

 

 

 

6 ヵ月レポートが発行されました 

  

地震発生から 2 日後の 3 月 13 日、日本ユニセフ協会はユニセフ本

部の全面的なバックアップを受け、ユニセフファミリーとしておよそ 50 年

ぶりとなる日本国内での支援活動を開始しました。未曾有の大災害に

よってあまりにも多くのものが失われた被災地において、子どもたちの

生活と、心身の健康そして発達を支えるために展開されてきた緊急・復

興支援活動。その 6 ヵ月間を振り返る報告書が出来上がりました。被

災した子どもたちはどのような状況に置かれていたのか、子どもたちの

ニーズに応えるべくおこなわれた活動内容、それを支えてくださった関

係者や支援者の声、そして 6 ヵ月収支報告が収められています。 

 

【PDF 版はこちらから】 http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/pdf/uf_6_report_j_all.pdf 

東東日日本本大大震震災災    

日日本本ユユニニセセフフ協協会会支支援援報報告告  ～～～地地地震震震かかかららら999ヶヶヶ月月月   支支支援援援活活活動動動続続続報報報～～～

2011 年 6 月 4 日 ユニセフのアンソニー・レーク事務局長は、黒柳徹子ユニセフ親善大使、
アグネス・チャン日本ユニセフ協会大使と共に宮城県沿岸部の被災地を訪問しました。

 UNICEF Japan/2011/Sato
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日本ユニセフ協会の復興支援活動 続報 

 

 ■ 「ユニセフ祈りのツリー」プロジェクト ■ 

 

「ユニセフ祈りのツリー」プロジェクトは、被災後はじめて迎え

るクリスマスというタイミングに、日本中が被災地に改めて想い

を馳せ、被災地の子どもたちに、笑顔をプレゼントすることを目

指し、2011 年７月、祈りのツリープロジェクトと日本ユニセフ協

会により発足しました。これまでに、プロのデザイナーや美大

生 2000 人が、被災地への想いを込めたオーナメントをデザイ

ン。岩手、宮城、福島の子どもたちにツリーとともに届けられま

す。同時に、約 15 ヶ所の保育園・幼稚園では、ボランティアの

デザイナー・美大生が子どもたちとオーナメントづくりのクリスマ

ス会をおこないます。さらに都内では、祈りのオーナメントに彩

られたビッグツリーの展示やオーナメント募金を通じて、被災地

の子どもたちへの想いを広げていきます。 

震災後、多くの保育園や幼稚園では、子どもたちが毎年楽しみにしている年中行事がままならな

い状況が続いています。本プロジェクトを通じて、被災地の子どもたちにとってかけがえのない今年

のクリスマスに、笑顔と楽しい時間を届けます。（http://inoritree.com)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「祈りのビッグツリー」 は、都内では銀座・有楽町の 5 会場（銀座三越、松屋銀座、資生堂ザ・ギン

ザ、ルミネ有楽町、有楽町ロフト）、および仙台・気仙沼の 3 会場（仙台ロフト、仙台三越、気仙沼復興屋

台村）の協力で各会場に 2011 年 12 月 25 日まで展示される予定です。

 日本ユニセフ協会/2011

銀座三越に設置された 5 メートルの「祈りのビッグツリー」  日本ユニセフ協会/2011

飾られたオーナメント 
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 ■ 親子が参加する公園づくりワークショップ ■ 

 

日本ユニセフ協会は、復旧・復興のプロセスに

子どもたちも参加できる機会をつくり、また、子ど

もたちが楽しく安心して生活できる街が復興され

るよう、岩手県大槌町、宮城県女川町、福島県相

馬市の取り組みを支援しています。 

岩手県大槌町では、子どもたちが安心して安

全に遊べる場所が非常に限られている現状に対

し、同町の地域整備課が中心となり、仮設住宅

団地のサポートセンター敷地内の公園（遊び場）

づくりを進めています。日本ユニセフ協会は、こ

の取り組みを応援するため、すべり台などの遊具を提供し、地域整備課と協力し、住民の意見を反

映した公園づくりのプロセス作りを支援しています。この一環として、10 月 23 日に、町内の親子にご

参加いただきワークショップを開催しました。 

 

子どもたちを中心に、5 色のクレヨンをつか

ってどんな色の遊具にしたいか、ぬり絵をしま

した。みんな楽しく、思い思いの色をぬり、完

成したぬり絵に全員で投票しました。選ばれ

たのは明るく元気な色づかいの絵。また、保

護者のみなさんにはすべり台や階段などの形

を選んでいただきました。こうして選ばれた色

とパーツが実際の遊具に反映されます。 

 

今回は大槌地区と小鎚地区 2 ヵ所の仮設

住宅団地のサポートセンター敷地内に遊具が

設置されます（来年 3 月頃に完成予定）。この

遊具は新しいまちづくりの中でつくられる公園

にも移設され、参加した親子の想いとともにの

こっていくことになります。日本ユニセフ協会

では引き続き子どもにやさしい街づくりに関す

る取り組みを支援していきます。 

 

 
 
 
 

 日本ユニセフ協会/2011

ワークショップでのぬりえの様子 

 日本ユニセフ協会/2011

みんなで投票中 
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 ■ 子どもへの暴力防止 ■ 

日本ユニセフ協会では、東日本大震災被災地にお

ける「子どもの保護」 事業の一環として J-CAPTA 

(Japan CAP Training & Action) と連携し、宮城県及び

岩手県において CAP プログラムを実践する“暴力防

止専門家”を養成する講座を開催しました。 

CAP とは、Child Assault Prevention（子どもへの暴

力防止）の略で、子どもたちがいじめ、痴漢、誘拐、虐

待、性暴力といったさまざまな暴力から自分の心と身

体を守るための教育プログラムです。養成講座では、

被災地の子どもたちに関わるすべてのおとな（保護者、

教師、保育士、相談員、カウンセラー、子ども会のリーダーなど）を対象に、子どもの虐待問題の基

礎知識から実践的なワークショップのトレーニングまで、40 時間にわたって行われ、被災地で CAP

プログラムを通じて子どもたちへの暴力防止と子どもが安心して暮らせる地域づくりを普及・実践し

ていく人材を養成します。 

 

 ■ インフルエンザ予防接種の費用を助成 ■ 

 

日本ユニセフ協会は、東日本大震災で被災した岩手、

宮城、福島各県沿岸部の 29 市町村の子どもたちを対象

としたインフルエンザ予防接種の支援を決定。10 月以降、

各地で実施されるインフルエンザ予防接種活動において、

生後 6 ヶ月から中学生までの子ども約 160,000 人を対象

に、市町の保健当局等を通じ、接種１回あたり 2,000 円を

助成しています※。 

 
※※助成手続きの詳細は自治体によって異なるが、原則、インフルエ
ンザ予防接種を申し込めば、日本ユニセフ協会からの助成分を差し
引いた金額が受診者に請求される予定。 

 

（日本ユニセフ協会 HP 「東日本大震災緊急支援」最新情報より抜粋・編集 http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/2011.htm ） 

 
  ◆ 東日本大震災緊急募金 ◆ 

 日本ユニセフ協会では東日本大震災緊急募金を受け付けておりますのであたたかいご支

援よろしくお願いいたします。 

郵便局（ゆうちょ銀行）募金口座 

振替口座：00160-2-372895 

口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会 

*通信欄に「東日本大震災」と明記願います。 

*手数料はご負担くださいますようお願い申し上げます。 

 日本ユニセフ協会/2011

6 月 2 日、陸前高田市で行われた予防接種活動の様子 

 日本ユニセフ協会/2011

岩手県山田町で開催された CAP ワークショップ 
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最も貧しく最も困難な条件に置かれている子どもたちへの支援を行えば、より多くの命を救う

ことができることが明らかになりました 

2015年までに達成をめざしている 8つの項目 ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）をご存知ですか？

ユニセフはその内容からも 各国政府と共に達成をめざしている重要な国連機関の１つですが、特に

2010 年新戦略として「公平性に重点を置いたアプローチ」の大切さを提唱しています。 

今回からの「知っとこ。ユニセフ」は このミレニアム開発目標をご理解いただき、またなんとも難し

い課題である「公平性」について ユニセフの仕事をお伝えしつつ探っていきたいと思います。 

Ｑ ミレニアム開発目標（ＭＤＧＳ）とは どんな目標ですか？ 

 
Ａ 2000 年 9 月ニューヨークの国連本部で開催された国連ミレニアム・サミットに参加した 147

の国家元首を含む 189 の国連加盟国代表が、21 世紀の国際社会の目標として、より安全で豊かな

世界づくりへの協力を約束する「国連ミレニアム宣言」を採択しました。 

この宣言と 1990 年代に開催された主要な国際会議やサミットでの開発目標をまとめたものが 

ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals: MDGs）です。 

ミレニアム開発目標 ８項目 

（1990 年を基準とした 2015 年までの具体的目標とターゲット一例） 

極度の貧困と飢餓の撲滅 

 

1 日 1 ドル未満で生活する人口の割合を半減させる。

飢餓に苦しむ人口の割合を半減させる 

妊産婦の健康の改善 

 

妊産婦の死亡率を 4 分の 1 に削減する 

普遍的初等教育の達成 

 

すべての子どもが男女の区別なく初等教育の全課程

を修了できるようにする 

ＨＩＶ/エイズ、マラリアその他の疾病の蔓

延の防止 

 

疾病の蔓延を防止し減少させる 

ジェンダー平等推進と女性地位向上 

 

すべての初等レベルにおける男女格差を解消する 

環境の持続可能性の確保 

 

安全な飲料水と衛生施設を利用できない人口の割合

を半減させる 

乳幼児死亡率の削減 

 

5 歳未満児の死亡率を 3 分の 1 に削減する 

 

開発のためのグローバル・パートナーシップ

の推進 

 

民間部門と協力し情報・通信分野の新技術による利益

が得られるようにする 
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Q ユニセフの新戦略「公平性に重点をおいたアプローチ」って何 ？ 

 

Ａ ミレニアム開発目標の進捗状況確認した 2010 年。  

 ユニセフは２つの報告書を発行しました。 

 

☆『目標達成のための格差の是正（Narrowing the Gaps to Meet the Goals）』 

☆『子どもたちのための前進：公平性のある MDGs の達成をめざして（Progress for Children: 

Achieving the MDGs with Equity）』です。 

 

この報告書では、最も貧しく最も困難な条件に置かれている子どもたちへの支援を行えば、より多

くの命を救うことができることが明らかになりました。 

 

そしてこの支援方法こそが 2015 年までのミレニアム開発目標達成への近道である。と 提唱したの

が「公平性に重点をおいたアプローチ」です。 

 
 

 
 

「調査結果は、最も貧しく最も困難な立場にある子どもたちへの支援に重点を置くこ

とは、費用効率が悪いとする従来の考え方に、異を唱えるものです。」 

 

 

「公平性に重点を置いた戦略は、『原理としての正しさ』という道徳的な面のみならず、

『現実面での正しさ』というさらに魅力的な成果をもたらすものです」 

 

 

また、世界的に有名なサセックス大学開発研

究所のローレンス・ハダット所長は、「ユニ

セフの調査結果により、公平性に重点を置く

ことは有益であると同時に、効果的なもので

あると納得させられました」、と語っていま

す。 

・・では具体的にどのようなアプローチでどのような調査結果が得られたのか。  

                次回につづきます。公平性・格差の是正 の理解をめざして。 

(c)UNICEF/NYHQ2011-1172/Holt 
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10月8日には、

日本国内では50

年ぶりに支援があったこともお伝えできました。
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」を開催いたしました。
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第 1 期の募金額は、約 960 万 7 千円（約 12 万米ドル※）と

なりました。（※1米ドル＝80 円として計算） 

皆さまから寄せられた募金は、アンゴラにおいてユニセフが

進める「子どもにやさしい学校づくり」に使われます。 

皆さまのご協力に心から感謝申し上げます。 

 

 

 

第 2 期がスタートしました！ 

 

CO･OP コアノンロール（トイレットペーパー）を 1 パックお買い上げいただく度に、アンゴ

ラ共和国の「子どもにやさしい学校づくり」のために 1 円が募金されます。 

 

期間：2011 年 11 月 1 日～2012 年 10 月 31 日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
引き続き、皆さまの暖かいご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 
 
プロジェクトの詳細は、日本生協連ユニセフサイトをご覧ください 
【URL】http://jccu.coop/unicef/smileschool/ 
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世界では 5 歳の誕生日を迎えることなく亡くなる子どもが年間 760 万人もいます。この死亡

原因の 1/3 以上に栄養不良が深く関係しています。栄養不良は、食糧不足によって飢餓の状

態に陥るケースから、抵抗力が奪われて感染症などのために命を失ったり、発達障害を起こ

したりと、その影響範囲は広いものです。栄養

不良は短期的にも長期的にも子どもの生命と

未来を脅かす直接的な原因となります。  

第 33 回ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金は、

こうした栄養不良に苦しむ小さな命を守り、公

正な世界を実現するため、みんなの“手と手を

つなぐ”ことを目指して展開していきます。 

  UNICEF/NYHQ2006-0562/Shehzad Noorani 

 

ユニセフ ハンド・イン・ハンドとは 

ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金の始まりは 1979 年の国際児童年にさかのぼります。この

年は、日本国内で開発途上国の子どもたちへの関心が高まり、ユニセフ支援の輪が大きく広

がりました。世界の子どもたちへの共感を高め、協力を推進していきたいという願いで始まっ

たのが、全国一斉の「ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金」です。 

 “ハンド・イン・ハンド”とは、世界の子どもたちのしあわせと明るい未来を実現させるため、

文字通り“手に手を取って”一人ひとりがボランティアとして参加するユニセフ募金活動です。

毎年 11 月と 12 月がハンド・イン・ハンド実施期間となっており、これまでにのべ 60 万人以上

のボランティアの方々に学校や職場、家庭、そして街頭でこの活動に参加していただきました。

昨年度は 1,517 もの団体・個人から合計 53,553,762 円のユニセフ募金が寄せられました。今

年も、多くの皆様にユニセフ活動にご賛同いただき、ハンド・イン・ハンドに参加していただけ

ることに感謝いたします。 （※今年の参加申込は 2012 年 12 月 9 日をもちまして締め切らせ

ていただきました。） また、生協店舗や街頭でハンド・イン・ハンドの募金箱を見かけたら是非

ご協力をお願い致します。 

 

【詳細はこちらから】 http://www.unicef.or.jp/cooperate/handinhand/ 

 

 
 

第第 3333 回回  ユユニニセセフフ  ハハンンドド・・イインン・・ハハンンドド募募金金  

今今年年ののテテーーママ  「「SSOOSS！！栄栄養養不不良良にに苦苦ししむむ小小ささなな命命をを守守ろろうう！！」」    

16



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぽむぽむ広場 

○ぽむぽむ通信第 54 号をお届けします。 

前号に続いて東日本大震災へのユニセフの支

援活動をご紹介します。また、厳しい状況が続

いているソマリアの現状や、ユニセフの「公平

性に重点を置いたアプローチ」について掲載し

ています。世界の 5 歳未満児死亡数が減少した

というニュースも取り上げました。 

○全国の活動事例や、ぽむぽむ通信の感想・ご意

見をお待ちしております。 

○次号は、2012 年 3 月 15 日発行予定です。 

ユニセフ＊コープネットワーク 
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編集後記 

◆53 号から参加させていただいています。昨年のユニセフリーダー研修会のときにユニセフのあり方に心を

打たれました。そしてそのとき、ぽむぽむ通信の方にもお会いして、こんな方々とともにユニセフに関われ

たらよいなと思っていました。参加して感じたことは、長年ユニセフに関わっておいでの先輩方は、思った

通り、視野が広くて心もやさしいな、ということです。これからしっかり勉強して、早くみなさまに追いつ

いて行きたいと思っています。全世界の子どもたちが笑顔で平和に暮らせますように。（K） 

 

◆この度、産休のためお休みをいただくことになりました。約 2 年間、ぽむぽむ通信の編集に関わることが

でき、ユニセフや世界の子どもたち、生協の支援活動などを知ることができたことは、自分にとって大変大

きな経験でした。毎回の編集ミーティングではいろいろなお話もできとても楽しみでした。離れるのが寂し

いです。本当にありがとうございました！（朝） 
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